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オープンソースERP 
「ADempiereのご紹介」 
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ERP(Enterprise Resource Planning)とは？ 

Japan ADempiere Group 

アフター・サービス 

経営・戦略・計画 
生産・開発・ 
プロジェクト現場 

営業・マーケティング 財務会計・採算 
管理 

統合 
データベース 

人 モノ 

金 

 企業の基幹業務領域において計画・実行・分析を支援するアプリケーションシステム 

 企業運営の生命線であるロジスティクス、財務会計、人事給与、情報管理、経営管理

などを統合DB上で実現したパッケージシステム 

 構築には多大なライセンス費用と導入ノウハウが必要 

 ビジネスプロセスが標準化、可視化され全社規模での最適化を実現 

 同領域の製品としてはSAP社のSAP-ERPやORACLE社のORACLE-EBSなどがある 
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OSSとGPL 

Japan ADempiere Group 

GPLと、より制限の緩いフリーソフトウェアライセンス（BSDライセンスなど）との主な違いは、GPLが派

生的著作物についても、上記4点の制約を保存しようとする点です。この仕組みはコピーレフトと呼ばれ、

GPLでライセンスされた著作物は、その派生的著作物に関してもGPLでライセンスされなければならないと

いうことを意味します。そして最大の特徴は、これらは無償で利用者にライセンスされるということです。 

OSS（Open Source Software） 

 ソフトウェアのソースコードを、インターネットなどを通じて無償公開し、誰でもその 

 フトウェアの改良、再配布を行えるようにしたソフトウェア 
 

GPL（General Public Lisence） 

 FSF（Free Software Foundation）の理念に基づき明文化されたソフトウェアライセンス 

 形態で、プログラムの著作物の複製物を所持している者に対し概ね以下のことを許諾する 
 

① プログラムの実行 

② プログラムの動作を調べ、それを改変すること 

③ 複製物の頒布 

④ プログラムを改良し、改良を公衆にリリースする権利 
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ADempiereとは？ 

Japan ADempiere Group 

オープンソースソフトウェア指向で開発された 
企業向けERP（企業資源計画）パッケージ 

OSS + ERP  

 リーズナブルなコストで全社システムを構築（中長期的なTCOを抑制） 

 システムライフサイクルマネジメント・ベンダーロックインに対して有効 

 業務標準化を支援するビジネスロジックとコア・コンピタンスの強化 

 経営資源の効率的な管理、業務の見える化、属人性の排除 

 企業向け業務システムソリューションとしての新たなSIビジネスモデル 

 実践型コンサルテーションとしての強力なツール 

ADempiere 
iDempiere 
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企業向けシステム構築にまつわる様々な状況変化 

Japan ADempiere Group 

ネットワーク帯域が高価 
データ分散型（オンプレミス）が有利 

性能が最重要事項 
スクラッチシステムが現実解 

運用管理の人件費が高価 
データ集中型（オンデマンド）が有利 

俊敏性と柔軟性が重要事項 
PKGベースのセミオーダーシステムが現実解 

 業務現場の部分最適化を優先したスクラッチシステム 

 オーバースペックな大規模ERPパッケージ利用によるTCO増大 

 すぐに使える簡便さと拡張性をトレードオフした簡易PKG利用 

 業者まかせによるベンダーロックインなローカルシステム 

 PCツールを用いた「場当たり的な」システム利用環境 

お客様が過去に採用したシステム化方針による現実 

システム化の方向性に影響を与える外部環境変化 
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企業側システム課題に対する解決の方向性 

Japan ADempiere Group 

企業全体の最適化を優先したグローバルERPパッケージ 

事業の本質に収斂した密結合方式のデータベース構造 

自社の標準的（世間一般的な）な領域への効率的なビジネステンプレート適用 

自社のコア・コンピタンス維持成長のための拡張性能とカスタマイズ性能 

外部環境、利用環境の変化への備えとしてのクラウド対応力 

初期費用、保守費用、ライセンスコストなどを抑制するローコスト構造 

オープン系アーキテクチャー採用による耐システムライフサイクル性能 

不確定要素への備えとしての市場流動性（独自性の排除）とリスクヘッジへの担保 

ビジネスユースに耐えうる以下の特性を担保した製品・サービスが求められる！ 

重厚長大なIT施策でも、ローカルなツール利用でもない 
コンパクトでグローバルなオープン系ERPをコアとした取り組みが現実解！ 
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ADempiereの特徴と不安材料 

Japan ADempiere Group 

特徴 不安 

• 100%JAVAプログラミング 

• MDA/MVC構造-WEB UI対応 

• ソースコード公開 

• GPLv2ライセンス 

• アプリケーション辞書 

• Linux/OSS-DB対応 

• バザール開発コミュニティ 

圧倒的な自由度と強靭な開発性能 

• マルチな言語、通貨、会社、会計基準… 

• 全ての基幹業務領域をフルカバー 

エンタープライズクラスの対応力 

• コミュニティによるボランティア開発 

• 日本語／日本商習慣未対応 

• サポートスキームがない 

• 利用者責任が原理原則 

•   

•   

•   

•   

ミッションクリティカルなビジネスユースでは 

不安材料が多すぎて使用できないのでは？  

オープンソースソフトウェアの欠点 
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ディストリビューションの必要性とその波及効果 

Japan ADempiere Group 

オープンソースソフトウェアの品質・サポート力 ＜ ビジネスユーザーのクオリティ要求 

ユーザーである企業の多くは、システム化自体が事業のミッションではない。 

SIerはこの課題を解決するために存在し、ディストリビューションの意義がココにある！ 

ユーザーは前述のシステム課題をディストリビューターにより解決し、 
ディストリビューターは、新たなソリューションビジネスへの 
マーケットインと収益機会（とプロダクトアウト）を得ることができる！ 

ADempiere（ERP）がビジネスアプリケーションレイヤーの核となり、 
周辺機能や周辺機器と連携し、ビジネス向けソリューションの新たな 
メソッドとなることで、プロプライエタリ全盛のITマーケットに 
新たな価値観の提示と新たなIT産業振興のエンジンとなる！ 
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お客様にとっての選択肢 

企業規模・大 

企業規模・小 
スクラッチ開発 

オープンソースERP導入 

簡易パッケージ利用 

業務システム構築手法 

ユーザーの採用傾向 

メリット デメリット 

スクラッチ開発 
 

・自社要件に合ったシステムが構築可能 

・ベンダーの制約を原則受けない 

・稼動／保守は自己責任 

・工期が長く、コスト高 

簡易パッケージ 
 

・短期導入が可能、即効性が高い 

・システム初期コストが安価 

・拡張性に乏しく、変化対応力はなし 

・全体最適効果は薄い 

ERP導入 
 

・ビジネスプロセスの標準化、可視化可能 

・ギャップ部分に対する対応度が高い 

・一部BPRが必要 

・自力導入は困難 
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ADempiereとは 
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オープンソースERP 

Japan ADempiere Group 
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ADempiereとは？ 

業務的な特徴 

ソフトウェアライセンス 

システム的な特徴 

ハイコストパフォーマンス 

 販売、購買、在庫管理、財務会計は 
当然のこと、生産管理や固定資産、人事給与 
管理に至るまで全社レベルの基幹業務領域を 
フルカバー 
 マルチクライアントをはじめとする企業内の 
エンティティは、ほぼ全てがマルチ対応 
導入企業の規模、形態を選ばない 

 GPL version.2方式 
 SourceForge.netからソースコードを 
ダウンロードして、利用・改変することが可 
 ソフトウェアの利用に際しては、 
自己責任による利用を前提に、コスト発生や 
利用制限は一切なし  
 CommunityEditionのみの完全オープンソース 

 3層クライアントサーバ型と 
モデルビューコントローラ型のハイブリッド 
 JavaUIとZKWebUIの両方が利用可能 
 100%PureJavaによる開発 
 MDA（モデル駆動アーキテクチャー）採用 

 LinuxやPostgreSQLなどベースも 
 OSS連携対応済 

 メジャーなオープン系技術を採用
しているため技術競争力によるコス
トダウン効果大 

 基幹業務システムを構成する主要パッケージ
ソフトウェアをほぼ全てOSSで構成することがで
きるため、システム構築に占めるライセンスコス
トはイニシャルにおいてもランニングにおいても
コストパフォーマンスは圧倒的 
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ADempiereとは？ 

これらのデータハンドリングが 
インストール直後から利用できる 

これらの業務領域間が全て連携し、 
質の高い業務データを保証 

伝票処理により、在庫データを 
リアルタイムに更新し会計仕訳を自動転記 

簡易パッケージの組み合わせにはない 
統合データベースによる高い親和性 

ERP製品がどこまでの業務領域を 
スコープインしているかは、不確定要素が 
多く、スピーディーな経営判断が求めら 
れる昨今のビジネス環境においては重要 
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ADempiereとは？ 

業務スコープと主要機能 得意先 金融機関 仕入先 

見積／受注 出荷／梱包 売上請求 

見積／依頼／発注 入荷管理 仕入請求／照合 

入出庫指図 
在転振替 

在庫データ 棚卸 

計画・受注 製造指図 MRP 

組織M 倉庫M 製品M 価格M 勘定M 取引先M 生産M 銀行M AD／他 

一般会計 

原価計算 

入出金管理 

債権管理 

債務管理 

経費精算 

GL予算 
GL配賦 

試算表 
財務諸表 

消費税 
レポート 

決算 
分析 

受注請書 納品書 請求書 発注書 締請求書 送り状 入金連絡 振込依頼 発注入荷 納品 

販売 

購買 

在庫 

生産 

マスタ 

会計 会計 

AR 

AP 

GL 



JADG 

■Copyright  Japan ADempiere Group  All Rights Reserved since 2013■  

ADempiereとは？ 

柔軟な拡張性 
 ウィンドウ・チェックルール・項目間入力値連携 
 独自帳票フォーム／出力形式 
 データエクスポート・データインポート 
 カスタマイズ・コールアウト・スクリプト 

マルチエンティティ 
 会計スキーム・会計ディメンション・原価ルール 
 クライアント・組織・倉庫・保管場所・ロール（権限） 
 国・言語・通貨・単位・属性・レート・税・価格・伝票タイプ 
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ADempiereとは？ 

マルチ言語 
ベース言語は英語ですが、必要に応じてその他の 
言語を有効化出来ます。ログインする際にユーザが 
使用する言語を選択して、作業をすることが出来ます。 
又、取引先毎に使用言語を設定しておくことで、 
取引先の言語に合わせた表記方法で発注書や 
請求書を出力することが出来ます。 
 

マルチ通貨 
世界中の通貨が登録されています。為替レートを 
登録しておくことで目標通貨ベースでの取引が可能と 
なり、為替差損益等も自動計算します。 
 

マルチTAX 
税コードも通貨と同様に世界中の税コードを必要に 
応じて登録・使用することが出来ます。 
 

マルチ会社 
1つのADempiereインスタンス内には、関係会社などを 
含めた複数のグループ内単独企業を登録することが 
出来ます。これら複数の会社コード間では通常の取引を 
それぞれ行うことが出来ます。 
 

マルチ単位 
製品に対して複数の単位を設定することが出来ます。 
単位換算マスタを使用することで在庫管理上の単位とは 
異なる単位で取引を行うことが出来ます。 

マルチ会計スキーマ 
ベースとなる会計基準とは別に複数の会計基準をスキーマ 
登録することが出来ます。例えば、日本会計基準で通常 
運用しながら、同時に国際会計基準の決算書を出力する 
ことが出来ます。 

 
マルチ会計ディメンション 
様々な切り口（組織、販売地域、取引先、製品、 
アクティビティ、プロジェクト、キャンペーンなど）で、 
実績分析を行うことが出来ます。 

 
マルチ原価ルール 
原価計算ルールを複数定義して、複数の原価計算ルールを 
同時利用することが出来ます。 

 
マルチドキュメントタイプ 
ドキュメントタイプを複数登録することが出来るため、 
お客様の伝票区分にも対応することが出来ます。 
取引プロセスはドキュメントタイプにより制御されます。 

 
マルチプライスリスト 
複数（製品、取引先、有効期間など）のプライスリストを 
同時利用することが出来ます。又、プライスリスト 
スキーマを利用すれば、ルール設定に基づいたプライスを 
一括して生成することが出来ます。 
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画面イメージ 
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帳票イメージ 



ご清聴ありがとうございました 


